






The Linkage of Foreign Language Activity in Elementary
School and English in Junior High School ⑵
― Responding to the reform plan of English education (2013)―




















J. Fac. Edu. Saga Univ.
Vol. 19, No. 1 (2014) 21〜39
１ 佐賀大学 文化教育学部 教科教育講座









































































































































































あ り、文 字（ 書 記 素：grapheme ）と 音（ 音 素：phoneme ）の 対 応 関 係（ Grapheme-Phoneme
Correspondence : GPC）を教える指導法である（ハイルマン・松香（1981））。National Reading Panel
(2000）によると、フォニックスはその活用方法によって次の６つに分類される。
① Synthetic phonics : ʻA part-to-whole approachʼ を用いる。個々の音素（例：/s/-/t/-/e/-/p/）を
発音させ、それらの音を混ぜ合わせる（blending）ことで、単語の認識を促す（ʻstepʼ）。
② Analytic phonics : ʻA whole-to-part approach ʼ を用いる。教師が ʻP : pig, put, play, pet ʼ と提示
（板書）し、全て pから始まる単語であることを認識させるというように、単語全体からルールを
導き出す指導法である。
③ Embedded phonics : ʻPhonics in contextʼ とも呼ばれており、読解の活動の一環として、新出単語
や児童生徒が躓きやすい単語などを取り上げ、その GPCに焦点を当てるという間接的・偶発的な
指導法である。
④ Analogy phonics : 既習単語に含まれる音素をもとに（例：ʻtent ʼ, ʻmake ʼ, ʻpig ʼ）、新出単語（例：
ʻrendʼ, ʻbakeʼ ʻjigʼ）を解読する（decoding）指導法である。
⑤ Onset-rime phonics : 頭子音（onset）（例：/h/ in ʻhatʼ）を変え、残りの音節部分（rime）が同じ
（＝韻を踏む）単語（ʻratʼ, ʻmatʼなど）を呈示しながら GPCを身につけさせる方法である。











(1998)、Nation & Hulme (1997)）。






















の足し算ゲーム（ c＋ a＋ t＝ cat ）、サイレント e の学習（ ʻcakeʼの e）など、３年生からステップアッ
プしたフォニックスの基本的規則が扱われた（北篠・大田（2009））。６年生では２文字の母音（例：ai,




















































【 形 】：ʻ-ingʼ を付けると ʻtalking（話すこと）ʼと名詞化され、ʻ-edʼ を付けると ʻtalkedʼ になり過去形
に変化する

















いとしているところに意義がある。具体的には、既習フォニックスルール（/a/in ʻclassʼ, ʻantʼ,/e/in ʻhelpʼ）















































読むように指導された。その結果、児童から「Havenʼt なんだ。今まで ʻNo we have.ʼ って言ってたよ。」

























Recovery（以下 RR）がその一例である。RRは、1970年代にニュージーランドの教育学者 Dame Marie
Clay（1926−2007）によって開発された、英語の読み書きを困難とする就学入門期（小学校１〜２年次）















































果的であると言える。当該プロジェクトに参加した中学校１年生の作品例に、ʻTake the tlein to Hakata.ʼ





























































































































こで出題者側からの期待は、まず英語構成上友達が男性であれば he、女性であれば she という代名詞に
よる指示表現を使う必要があることである。それらの表現は同じ人 a friendを指すことがわかっていて使








(I have a friend.）Her name is Nancy. She is from America. She likes singing very much. And she can
sing very well. She wants to be a singer. I like her very much.（６文）
この解答は、上で述べたように、he か she の代名詞を用いており、さらに、接続詞 andを用いて前後
のつながりをよくしている期待通りの英文となっている。続いて、b型を見てみよう。
(I have a friend.）My friend is soccer player. He play soccer very well. When he play soccer, he is very
cool. Also he is good at baseball.（４文）
診断は「４文で友達の紹介文を記述している。友達の特徴を述べており、文章の内容のつながりがよ
い。ただし、三単現の sの欠落など、文法・語法等の誤りがある。」となる。ではｃ型を見てみよう。












































































５ 小学校の教材である Hi friends !１と２を参照。
６ Calfee（1998）参照。指導法それぞれについての詳細な分析や実践例の概観は関連の文献を参照されたい。
７ Snowling（1980）参照。
８ National Health Service（2014）参照。
９ 田中・眞﨑・横山（2013）でも指摘したことである。
10 Clancy（2009）、Hurry & Silva (2007)、Reynolds & Wheldall (2007）等を参照。
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